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 免疫介在性壊死性ミオパチー（immune-mediated necrotizing myopathy：IMNM） は、
筋線維の壊死・再生所見が主体で炎症細胞浸潤は乏しいという特徴的な筋病理を有する
特発性炎症性筋疾患（idiopathic inflammatory myopathy: IIM）の一病型として注目を集
めている。IIMは、さまざまな病態機序を背景に持つ疾患の集合体あるが、多発筋炎




ル 認 識 粒 子（signal recognition particle：SRP）やHMG-CoA還 元 酵 素（3-hydroxy-3-







法、抗HMGCR抗体は私が確立したEnzyme-linked immunos orbent assay法を用いて自己抗
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